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新着情報

I-131内用療法に際して治療証明書を（2012.03.15）

空港などの放射線モニタ、ならびにショッピングセンタなどの炎センサーのアラームについて（2012.03.15）

妊娠初期のチアマゾール投与に関する注意喚起について（2011.11.30）

I-131内用療法に際して治療証明書を

---放射線モニタおよび炎センサーの作動に注意

日本甲状腺学会では臨床重要課題として「I-131内用療法の手引きの作成」を取り上げ、平成19年に「手引き」

を、続いて平成23年に「バセドウ病治療ガイドライン2011」を作成した。その過程で、空港などの放射線モニタ、な

らびにショッピングセンタなどの炎センサーのアラームの作動に注意を要することが判明しました。そこで、その

情報を会員の皆様にお知らせし、注意を喚起するとともに、I-131内用療法を受けた患者への「治療証明書」の雛

形を作成しましたので、ダウンロードしてご利用いただきたいと存じます。

WG責任者 小西淳二 

担当 御前 隆

空港などの放射線モニタ、ならびにショッピングセンタなどの炎センサーのアラームについて

近年空港などでの保安検査が厳しくなっており、外国では核物質を用いるテロリズムを想定した放射線モニタが

アイソトープ治療後の患者の体内残留放射能を検知してアラームが作動してしまう事例もいくつか報告されてい

る1), 2)。海外旅行を計画している患者さんに対しては、治療を行ったことを証明する文書を発行しておけば無用

の混乱を避けることができると思われるので、外国の例2)を参考に日本版の文案を英文で作成した。和文でも同

様の文書を作成する予定であったが、最近国内のショッピングセンタや一部の医療機関に設置された紫外線感

知型炎センサーが、ガンマ線が原因と思われる誤作動を起こす事例3)が報告されたことを受けて、日本語版で

はその可能性についても言及する内容とした。
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妊娠初期のチアマゾール投与に関する注意喚起について（2011.11.30）

バセドウ病は妊娠可能女性に多くみられ、我が国では大半が抗甲状腺薬治療をうけています。抗甲状腺薬には

チアマゾール（ＭＭＩ）とプロピルチオウラシル（ＰＴＵ）の２薬剤がありますが、甲状腺機能亢進症に対する有効性

と副作用の観点から、日本甲状腺学会編のバセドウ病治療に関するガイドラインではＭＭＩを第１選択薬とするこ

とを推奨してきています。一方、以前からＭＭＩ服用バセドウ病患者の新生児に頭皮欠損、臍帯ヘルニアなどの

奇形の報告があり、とくに臍腸管遺残、気管食道瘻、食道閉鎖症、後鼻孔閉鎖症等重篤な奇形を含むＭＭＩ 

embryopathy （ＭＭＩ奇形症候群）と称せられる症候群とＭＭＩとの関連性を疑う報告が発表されてからは、妊娠

バセドウ病患者にどちらの抗甲状腺薬を使用すべきか、非常に難しい問題となってきました。「バセドウ病治療ガ

イドライン2011」では、ＭＭＩ奇形症候群を裏付ける根拠は十分ではないものの、万一の場合の母親の精神的ケ

アの点も考慮し、「妊娠初期、少なくとも妊娠４～7週はＭＭＩを使用しないほうが無難である。」とのステートメント

となっています． 今回、我が国で進行中の多施設前向きコホート研究「妊娠初期に投与されたチアマゾールの妊

娠結果に与える影響に関する前向き研究（Pregnancy Outcomes of Exposure to Methimazole Study：ＰＯＥＭス

タディ）」グループから、妊娠初期のＭＭＩ継続曝露がＭＭＩ奇形症候群の発生、特に臍関連奇形と密接な関連性

があることを示す中間結果が報告されました。前向きコホート研究で初めて明らかにされたこの結果をふまえ、

可能な限り妊娠初期のＭＭＩ継続は回避されるよう、甲状腺疾患の診療に当たられる医療機関の皆さまに改め

て注意を喚起したいと思います。 

ＰＯＥＭスタディの中間結果によりますと、ＭＭＩ群の関連奇形発生頻度は85生産児中5例（95％信頼区間：1.9-

13.2 ％）と、予測される一般発生頻度の0.1 ％に比較して極めて高率でありました。5例とも妊娠成立前から妊娠

12週までのＭＭＩ継続曝露例であり、全ての症例に臍関連奇形をみとめ、１例は頭皮欠損合併症例でした。一

方、ＰＴＵ群121例および抗甲状腺薬非曝露群83例、ＭＭＩ群のうち妊娠12週までにＭＭＩを中止または他剤に変

更した38例の生産児には同類の奇形発生は認めませんでした。しかし妊娠初期ＰＴＵ曝露やバセドウ病自体とこ

れらの先天異常発生との関連性や、妊娠判明後早期のＭＭＩ中止で当該先天異常発生が回避できるか等につ

いて検討するためには症例数がまだ十分ではありません。最終結論は、2014年に予定されていますＰＯＥＭスタ

ディの最終報告を待ちたいと考えています。（ＰＯＥＭスタディ中間報告結果、患者用説明文、製薬会社安全情報

については下記ウェブサイトをご参照下さい。） 

現時点における、チアマゾール奇形症候群の発生を最小限に回避するための我々の考え方を以下に示します。

バセドウ病による妊娠への悪影響を避けるためには，妊娠前に抗甲状腺薬やその他の方法で甲状腺機能

のコントロールを十分に行うことが重要である。その際、妊娠初期のチアマゾール内服をできるだけ避けるた

めに，妊娠は計画的に行う必要がある．チアマゾールの服用を継続しながら妊娠する場合には、基礎体温

測定と市販の妊娠診断薬等で妊娠の早期確認を指導し、妊娠が判明した時点でチアマゾール内服を中止に

して直ちに来院させる。可能な限りチアマゾールは中止し、必要であればプロピルチオウラシルや無機ヨウ素

に変更する。

副作用などでチウラジールが使用できない場合や，抗甲状腺薬治療では甲状腺機能を正常化できない場合

には，手術やアイソトープ治療によって甲状腺機能を正常化させてから妊娠する方法を考慮する。

妊娠中に抗甲状腺薬を開始する場合には，妊娠初期*はプロピルチオウラシルを第１選択薬とするが、妊娠

中期以降であれば副作用や効果の観点からチアマゾールを第１選択薬とする。 

*後鼻孔閉鎖・食道閉鎖発生の時期は妊娠7週まで、臍関連奇形発生の時期は妊娠9週まで、頭皮欠損発生

の時期は15週までと考えられている。

プロピルチオウラシルが副作用などで使えないなどの理由で，妊娠初期にチアマゾールを継続する場合に

は，臍関連奇形その他のチアマゾール関連先天異常合併のリスクに関して患者にカウンセリングを受ける方

法があることを知らせる（妊娠と薬情報センターホームページ参照：URL：http://www.ncchd.go.jp/kusuri/）

1． 「妊娠初期に投与されたチアマゾール（ＭＭＩ）の妊娠結果に与える影響に関する前向き研究（Pregnancy 

Outcomes of Exposure to Methimazole Study : POEM study）：中間報告について」（URL：

http://www.ncchd.go.jp/kusuri/ ）

2． 「妊娠初期に内服した抗甲状腺薬が赤ちゃんに与える影響の調査｣（ＰＯＥＭスタディ）とその中間結果から今

後妊娠する際のご注意 （患者用説明文）(URL：http://www.japanthyroid.jp/public/information/index.html)

3． 「安全性情報：チアマゾールによる先天異常について」(URL： http://chugai-

pharm.jp/hc/ss/pr/drug/news/detail/1259597529545/1.html?cmp=others&cha=gakkai_banner&seg=jta_1111

（11月28日オープン予定)) 
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日本甲状腺学会事務局

〒604-8152 京都市中京区烏丸通錦小路上ル手洗水町659

烏丸中央ビル6Fコングレ京都支店内

TEL：075-212-0690 FAX：075-212-0691

E-mail：jta@congre.co.jp

2011年11月30日

日本甲状腺学会「バセドウ病薬物治療ガイドライン」作成委員会

委員長 中村 浩淑

「妊娠初期に投与された抗甲状腺薬の妊娠結果に与える影響に関する前向き研究

（Pregnancy Outcomes of Exposure to Methimazole Study: POEM Study）」

グループ研究代表者 荒田 尚子
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セカンドオピニオン実績

資料１５
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医療連携・患者支援センター

平成24年5月作成

＊実績件数99件　（延対応医師数112名　　延対応診療科215件）
Ｎｏ 相談日 科 医師名 疾患名 前病院

1 4/18 血 森 悪性リンパ腫 慶應

2 4/28 脳 荻原 AT/RT 筑波大学

3 5/9 産 久保 風疹 あさま総合病院

4 5/12 消化 新井 肝障害　乳び胸水 旭川医科大学病院

5 5/12 神 久保田 てんかん 日大光が丘

6 5/16 消化 新井 血便 慈恵第３

7 5/16 感染 斎藤 先天性トキソプラズマ 日本医大

8 5/17 血　放　脳 清谷　正木　荻原 上皮腫 順天堂医院

9 5/18 血 森 バーキットリンパ腫 東京医科大学

10 5/23 整形 高山 骨切り後偽関節 神奈川こども

11 5/23 内分泌 堀川 ＳＯＤ 千葉大学

12 6/1 病理 中澤 若年性黄色肉芽腫症 埼玉医大

13 6/9 神経 久保田 精神運動発達遅滞 宮城県立こども病院

14 6/14 血 森 Ｔ細胞性リンパ腫 東北大学

15 6/16 腎 イトウ ＩｇＡ腎症 武蔵野日赤

16 6/16 放 正木 副腎神経芽腫 杏林

17 6/23 産 久保 風疹抗体+ こまざわレディースクリニック

18 6/27 呼吸 川崎 気管軟化症 横浜市大総合医療

19 6/29 循 賀藤 ＤＯＲＶ　再セカンド 順天堂病院

20 6/30 腎 イトウ ネフローゼ 聖マリ

21 7/1 アレ 大矢 アナフィラキシー 順天堂お茶ノ水

22 7/4 内 堀川 低アルギニン尿 埼玉小児病院

23 7/5 外 金森 胸脂肪芽腫 千葉こども

24 7/14 神 久保田 てんかん 武蔵野日赤

25 7/25 内 堀川 急性化膿性甲状腺炎 新潟市民病院阿部

26 7/26 外 金森 後腹膜腫瘤 都立小児

27 8/2 脳　 荻原 脳動脈奇形 日大光が丘

28 8/9 外 金森 腸閉鎖疑い 順天堂医院

29 8/9 外 藤野 後頚部腫瘤 川口市立医療センター

30 8/11 神経 久保田 てんかん つる市立病院

31 8/11 外 藤野 リンパ管腫（３歳時） 群馬大学

32 8/15 消化・移植 新井・笠原 門脈管狭窄 神戸大学

33 8/17 産 クボ 風疹抗体+ マドモアゼル

34 8/18 脳 荻原 キアリ奇形 慈恵医科大

35 8/23 呼 川崎 喉頭蓋浮腫 金沢医療センター　金沢医科大学

36 9/6 脳外 荻原 頭蓋骨骨折後の治療 聖路加

37 9/7 皮膚　　 新関 後頭部黒いあざ 昭和大学藤が丘

38 9/8 神 久保田 てんかん　偏頭痛 都立大塚病院

39 9/8 腫瘍　脳外　放射線 清谷　荻原　正木 バビ上皮腫 北里

40 9/12 消化器・アレルギー 新井・野村 好酸球性腸炎 盛岡こどもHP

41 9/22 腫瘍 清谷 卵巣未分化胚細胞腫 東邦大森

42 9/22 腫瘍 清谷 おおもん筋肉腫 九州かんセンター

43 9/29 脳外 荻原 小脳腫瘍 東京医科歯科

44 10/6 消化器 新井 クローン病 公立昭和病院

45 10/11 腫瘍 森 神経芽細胞腫 福島　こうりやま

46 10/11 脳外 荻原 くも膜下のう胞 武蔵野日赤

47 10/13 神経 久保田 低Ｏ２脳症 自治医大

48 10/18 腫瘍 森 肝芽腫 昭和藤が丘

49 10/31 消化 新井 消化管ポリープ 東京労災病院

50 11/1 こころ 宮尾 摂食障害 山梨県立北病院

51 11/2 放射 正木 ウイルムス 順天堂医院

52 11/8 脳・内 荻原・堀川 頭蓋咽頭腫　 杏林大学

53 11/10 神経 久保田 足がしびれて歩けなくなる 女子医大

54 11/17 整形 関 先天性偽関節 慈恵医大

55 11/22 腫瘍 森 悪性リンパ腫 神奈川こども

56 11/24 脳 荻原 脳腫瘍 東大病院

57 11/24 脳 荻原 脊髄脂肪腫 埼玉医科大学

58 11/28 腫瘍 森 神経芽細胞腫 埼玉小児医療センター

59 11/29 腎 伊藤 ネフローゼ 横浜市北部病院

60 11/29 腫瘍 森 白血病　 慶應病院

61 12/2 放・腫・外 正木・森・田中 肺芽腫 茨城こども

62 12/2 血液 石黒 血小板減少性紫斑病 都立大塚病院

63 12/7 アレ 大矢 喘息 日大光が丘

64 12/8 脳 荻原 神経因性膀胱 神奈川こども医療センター

65 12/14 循 賀藤 肺動脈弁狭窄症 筑波大学附属

66 12/15 呼吸 川崎 肺ヘモデローシス アメリカ

67 12/16 産 久保 風疹抗体 昭和大

68 12/20 腎・腫 伊藤・森 両腎腫瘍 神奈川県こども

69 12/20 外 金森 乳腺腫瘤 聖マリ

70 12/20 外 金森 １３トリソミー 聖マリ

71 12/21 放射 正木 胸膜肺芽腫 筑波大学

72 12/22 脳 荻原 脊椎終糸脂肪腫 愛知小児

73 1/10 外科 金森 腸ろうから胃廔に 昭和大学

74 1/12 整形 関 下腿偽関節 千葉こども

75 1/12 神経　 久保田 溺水後脳症 昭和藤が丘　小児外科

76 1/26 脳外 荻原 骨髄膜脳瘤 日赤医療センター

77 1/30 移植 笠原 肝臓未分化肉腫 中国医学科学院　腫瘍

78 1/31 腫瘍科 森 悪性リンパ腫 日大板橋

79 1/31 脳外 荻原 キアリ奇形 佐賀大学医学部　脳外

80 1/31 外科 金森 食道閉鎖 東京医科大学　小児科

81 2/1 移植 笠原 胆道閉鎖症 順天医学部　小児科

82 2/1 外科 藤野 肝血管腫 加古川病院

83 2/1 外科 藤野 手首血管腫 慈恵第３　整形外科

84 2/9 神経 久保田 てんかん 東京女子医大

85 2/20 腎 伊藤 ネフローゼ症候群 千葉こども病院

86 2/23 整形 関 脂肪繊維腫 千葉こども病院

87 2/24 集中 六車 喉頭狭窄 北里

88 2/24 整形・脳外 金子・師田 頭蓋縫合早期癒合 静岡こども病院

89 2/27 腫瘍科 森 ウイルムス腫瘍 埼玉小児医療センター

90 2/28 脳外 荻原 脳内出血 都立総合医療センター

91 3/8 神経 久保田 髄膜炎後脳症 北里大学

92 3/8 神経 久保田　 無熱性けいれん 博慈会記念病院

93 3/12 呼吸器 川崎 気管狭窄症の疑 川崎市立多摩

94 3/13 腎 伊藤 ＳＬＥ 都立小児医療センター

95 3/13 腫瘍・外 森・金森 縦隔腫瘍 福島県立医科大学

96 3/19 消化器 新井 潰瘍性大腸炎 山梨県立中央病院

97 3/22 脳外 師田 環軸椎亜脱臼 大田原赤十字病院

98 3/27 放射 正木 髄芽腫再発 東京大学医学部

99 3/29 消化器 新井 クローン病 横浜市立大学総合医療

平成23年度セカンドオピニオン　実績
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医療連携・患者支援センター
平成24年5月作成

診療科 件数
呼吸器 8
循環器 4
消化器 14
固形腫瘍 0
病理 2
腎臓 12
血液腫瘍 33
外科 26
放射線科 14
内分泌 8
神経内科 21
総診 0
アレルギー 6
こころ 2
脳外 35
産科 7
感染 2
整形外科 9
移植 6
皮膚科 2
血液内科 2
集中 1
形成外科 1

医師氏名 件数
1 斎藤 1
2 高山 1
3 中澤 1
4 新関 1
5 野村 2
6 清谷 4
7 宮尾 1

8 堀川 4
9 賀藤 2

10 久保 4
11 森 13
12 金森 8
13 新井 8
14 正木 7
15 師田 2
16 伊藤 6
17 川崎 4
18 久保田 11
19 萩原 15
20 金子 1
21 六車 1
22 関 3
23 藤野 4
24 笠原 4
25 大矢 2
26 石黒 1
27 田中 1

平成23年度セカンドオピニオン　実績
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資料１６

MSW患者・家族相談窓口業務
実績報告
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平成23年度　ＭＳＷ患者・家族相談窓口　業務実績報告　（82件）　　　　　　　医療連携・患者支援センター

平成24年5月作成

入
院

外
来

未
受
診

48 33 1

生
活
費

医
療
費

そ
の
他

1 65 1

面
接
・
面
談

電
話
相
談

℡
連
絡

(

対
患
者
家
族

℡
連
絡

(

対
職
員

)

℡
連
絡

(

対
関
係
機
関

書
信

本
人
/
家
族

医
師

看
護
婦

院
内
の
職
員

医
療
機
関

保
健
機
関

福
祉
機
関
・
施
設

学
校
・
職
場

そ
の
他

62 13 5 7 4 1 82 4 3 1 1 1 1 1

受
診
等
の
不
安

社
会
的
役
割
の
維
持

家
族
関
係

D
V

虐
待
・
ネ
グ
レ
ク
ト

虐
待
予
防
活
動

育
児
支
援

院
内
対
人
関
係

地
域
内
対
人
関
係

障
害
・
難
病
等
の
受
容

遺
族
へ
の
サ
ポ
ー

ト

家
族
会
等
の
紹
介

そ
の
他

方
針
協
議

助
言
指
導

心
理
的
処
遇

社
会
資
源
の
活
用

関
係
調
整

情
報
提
供
・
収
集

コ
ン
サ
ル
テ
ー

シ
ョ

ン

そ
の
他

1 7 2 3 1 4 30 3 45

⑦診療科別

総
合
診
療
科

救
急

こ
こ
ろ
の
診
療
部

内
分
泌
・
代
謝
科

循
環
器
科

呼
吸
器
科

消
化
器
科

神
経
科

腎
臓

ア
レ
ル
ギ
ー

科

泌
尿
器

心
臓
血
管
外
科

外
科

脳
神
経
外
科

整
形
外
科

耳
鼻
科

眼
科

リ
ハ
ビ
リ

皮
膚
科

形
成
外
科

歯
科

遺
伝
科

腫
瘍
科

麻
酔
／
集
中
治
療
部

新
生
児
科

産
科
/
胎
児
診
療
科

放
射
線

16 1 2 2 5 0 1 2 2 0 0 0 0 1 2 1 3 0 0 0 1 0 9 10 12 12 0

①入院・外来

⑥処置⑤心理・社会問題

④対象③方法

②経済

48 33 1 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

入院 外来 未受診 

1 65 1 

生活費 医療費 その他 

82 4 3 1 1 1 1 1 
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医療機関 保健機関 
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資料１７

多職種（四職種以上）が参加
するカンファレンス一覧
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担
当
診
療
部
・
科

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
名

参
加
部
門

週
　
回

年
間
開
催
数

周
産
期
セ
ン
タ
ー

母
体
支
援
カ
ン
フ
ァ

医
師
、
助
産
師
、
M
S
W
、
臨
床
心
理
士

　
週
１
X

5
0

妊
娠
と
薬
情
報

ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ

医
師
、
薬
剤
師
、
臨
床
心
理
士
、
事
務
部
門
、
研
究
所

　
週
１
X

5
0

臓
器
移
植
セ
ン
タ
ー

肝
臓
カ
ン
フ
ァ

医
師
、
臨
床
心
理
士
、
移
植
コ
ー
デ
イ
ネ
ー
タ
ー
、
研
究
所

　
週
１
ｘ

5
0

R
C
T
(呼

吸
療
法
）

ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ

医
師
、
歯
科
衛
生
士
、
看
護
師
、
臨
床
工
学
士
、
理
学
療
法
士

　
週
１
X

5
0

緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム

ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ

医
師
、
看
護
師
、
臨
床
心
理
士
、
薬
剤
師
、
M
S
W
、
,C
L
S

　
月
１
X

1
2

C
P

C
解
剖
症
例
検
討

医
師
、
臨
床
検
査
技
師
、
看
護
師
、
放
射
線
技
師

　
不
定
期

3

消
化
器
科

栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
カ
ン
フ
ァ

医
師
、
管
理
栄
養
士
、
理
学
療
法
士
、
薬
剤
師
、
臨
床
心
理
士

週
１

4
5

総
合
診
療
部
、
医
療
連
携
患
者
支
援
セ
ン
タ
ー

医
療
連
携
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

医
師
、
看
護
師
、
M
S
W
、
事
務
職

　
月
１
X

1
2

手
術
集
中
治
療
部
、
総
合
診
療
部
、
呼
吸
器
科

R
C
T
（
呼
吸
療
法
チ
ー
ム
）
カ
ン
フ
ァ

医
師
、
歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
、
看
護
師
、
臨
床
工
学
技
士
、
理
学
療
法
士

　
週
１
X

5
0

腫
瘍
科
、
手
術
集
中
治
療
部
、
総
合
診
療
部

緩
和
ケ
ア
ー
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
M
S
W
、
C
L
S

　
月
１
X

1
2

感
染
症
科

感
染
対
策
チ
ー
ム
会
議

医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
細
菌
検
査
技
師

　
週
１
X

5
0

内
分
泌
代
謝
科

糖
尿
病
外
来
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ

i医
師
、
糖
尿
病
療
養
指
導
士
、
看
護
師
、
臨
床
心
理
士

　
月
１
X

1
0

腫
瘍
科

腫
瘍
外
来
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

医
師
、
看
護
師
、
臨
床
心
理
士
、
M
S
W

　
週
１
X

4
0

計
4
3
4

多
職

種
（
四

職
種

以
上

）
が

参
加

す
る
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
一

覧
【
平

成
2
3
年

度
】
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資料１８

インシデント・アクシデント
集計資料
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ｲ
ﾝ
ｼ
ﾃ
ﾞﾝ
ﾄ第

一
分

類
別
報
告
者
部
署
別
分
析

発
生
日

2
0
1
1
年

0
4
月
0
1
日
～
2
0
1
2
年
0
3
月
3
1
日

発
生
件
数
：
3
2
4
9
件 計

総 合 診 療 部

内 科 系 専 門 診 療 部

外 科 系 専 門 診 療 部

手 術 ・ 集 中 治 療 部

新 生 児 科

産 科 ・ 婦 人 科

母 性 医 療 診 療 部

こ こ ろ の 診 療 部

臨 床 検 査 部

（ 医 師 ）

放 射 線 診 療 部

（ 医 師 ）

医 療 情 報 室

臨 床 検 査 部

（ 技 師 ）

リ ハ ビ リ

薬 剤 部

放 射 線 診 療 部

（ 技 師 ）

栄 養 管 理 部

Ｍ Ｅ セ ン タ ー

４ Ｅ ・ ４ 階 Ｉ Ｃ Ｕ

Ｎ Ｉ Ｃ Ｕ ・ Ｇ Ｃ Ｕ

６ Ｅ ・ Ｍ Ｆ Ｉ Ｃ Ｕ

６ Ｗ
７ Ｅ

７ Ｗ
８ Ｅ

８ Ｗ
９ Ｅ

９ Ｗ

１ ０ Ｅ

１ ０ Ｗ

１ １ Ｅ

１ １ Ｗ

手 術 室 （ 看 護 部 ）

医 事 課

看 護 部 長 室

計
3
2
4
9

3
2

1
7

1
9

7
8

3
8

1
1

6
1

1
2
2

1
3

9
1

8
9
3

1
2
6
0
3
0
7

8
9

1
2
7
1
8
4

1
5
7

2
1
0

1
5
5
2
0
4
2
0
3

2
6
7
2
3
0

1
0
8

4
1

2
2
0

5
2

オ
ー
ダ
ー
・
指

示
出

し
・

情
報

伝
達

過
程

1
0
8

3
0

1
1
7

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

4
2

0
7

3
6

9
7

8
8

4
3

2
5

2
5

2
5

0
2

診
察
、
手
術
、
麻
酔
、
出
産
・
そ

の
他
の
治
療
、
処
置
に
関
す
る

項
目

1
7
0

1
1

8
1
4

0
4

0
0

0
0

0
0

4
0

0
0

0
1

7
8

8
7

3
2

2
1

4
1

1
3

2
8
0

0
0

処
方

・
与

薬
8
9
6

1
0

7
3

1
4

1
0

1
1

0
0

0
0

0
1

0
0

0
1
0
8

6
1

3
5

4
6

4
9

3
8

6
9

5
9

8
4

4
8

1
0
8

7
2

4
6

1
4

0
1

0

調
剤

・
製

剤
管

理
等

1
4
8

1
1

0
3

0
1

0
0

0
0

0
0

0
8
9

0
0

0
1
2

4
2

1
2

0
1

1
2

3
1

1
1

5
2

3
0

0

輸
血

1
5

0
0

0
2

0
0

0
0

0
0

0
4

0
0

0
0

0
1

6
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

医
療

・
歯

科
医

療
用

具
(機

器
)の

使
用

・
管

理
1
4
4

2
1

2
6

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
1
2

2
2

6
3

1
3

3
6

0
5

5
7

5
1

0
4
1

0
0

ド
レ
ー
ン
・
チ
ュ
ー
ブ
類

の
使

用
・
管

理
9
6
1

2
4

3
1
0

1
0

0
0

0
1

0
0

1
0

1
0

0
9
2
1
4
9

4
1
1

5
7

5
7

7
1

6
4

6
7

1
0
6
1
0
3

8
4

1
4

7
3
4

0
0

検
査

1
2
6

1
0

0
6

1
2

0
0

6
0

0
1
8

0
0

2
0

0
2

4
1
2

2
0

1
1

4
2

0
5

3
7

1
3

1
1

1
0

0

療
養

上
の

世
話

・
療

養
生
活

の
場

面
2
7
4

1
1

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
0

0
0

0
7

7
2

8
2
3

3
9

2
6

9
1
7

2
0

1
5

3
8

4
0

5
2

0
0

給
食

・
栄

養
2
6
2

0
2

0
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
8
9

0
1
5

3
3

1
4

1
8

6
1
5

1
2
2

8
1
6

1
3

1
4

2
0

0
0

物
品

搬
送

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0

放
射

線
管

理
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

診
療

情
報

管
理

2
0

2
0

0
2

0
0

0
0

0
0

0
0

2
0

0
0

0
1

0
5

4
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

1
0

患
者

・
家

族
へ

の
説

明
3
6

3
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

1
4

2
5

2
3

1
1

3
2

1
1

0
0

0
0

施
設

・
設

備
4

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

そ
の

他
8
2

4
0

1
1

0
0

0
0

0
0

0
0

4
0

0
1

0
2

9
2

1
1

2
0

5
1

1
1

5
6

2
0

4
3

0
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6 
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4 
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4 
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0 50
 

10
0 

15
0 

20
0 

25
0 

30
0 

35
0 

40
0 

4月
 

5月
 

6月
 

7月
 

8月
 

9月
 

10
月

 
11

月
 

12
月

 
1月

 
2月

 
3月

 

イ
ン
シ
デ
ン
ト
・
ア
ク
シ
デ
ン
ト
総

数
 

- 62 -



10
8 

17
0 

89
6 

14
8 

15
 

14
4 

96
1 

12
6 

27
4 

26
2 

2 
1 

20
 

36
 

4 
82

 

0 

20
0 

40
0 

60
0 

80
0 

10
00

 

12
00

 

第
1分

類
別

件
数

 

- 63 -



オ
ー
ダ
ー
・
指
示
出
し
・

情
報
伝
達
過
程

 
3%

 
診

察
、
手

術
、
麻

酔
、
出

産
・
そ
の

他

の
治

療
、
処

置
に
関

す
る
項

目
 

5%
 

処
方

・
与

薬
 

28
%

 

調
剤

・
製

剤
管

理
等

 
5%

 
輸

血
 

0%
 

医
療

・
歯

科
医

療
用

具

(機
器

)の
使

用
・
管

理
 

4%
 

ド
レ
ー
ン
・
チ
ュ
ー
ブ
類

の
使

用
・
管
理

 
30

%
 

検
査
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療
養
上
の
世
話
・
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養
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の

場
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8%

 

給
食
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栄
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0 
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0 

29
 

68
 

11
6 

40
 

6 

0 

40
 

70
 

11
8 

47
 

4 
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資料１９

医療安全研修等開催状況
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2011 年度 医療安全研修等 
 

月 研修 その他 
4/25（月） 
 

第 1 回医療安全感染対策研修会 
「麻薬・向精神薬の取り扱い」 
「感染情報システムの使用方法」 
「感染対策における細菌検査室の役割」 
「感染対策における薬剤部の役割」 

 

６/21（月）   医療安全週間活動 6/20（月）～6/24（金） 
医療安全標語・院内パトロール・ 

7/19（月） 
 

第 2 回医療安全感染対策研修会 
「ヒヤリ・ハット劇場」 

 

9/20（月） 
 

第 3 回医療安全感染対策研修会 
「インシデントレポート KYT 研修」 

 

10/17（月） 
 

第 4 回医療安全感染対策研修会 
「感染対策」 

  

11/21（月）  医療安全週間活動 11/21（月）～11/28（月） 
医療安全標語 
院内パトロール 12/1（木）～12/7（水） 

12/21（水） 
 

医療安全の日医療安全感染対策研修会 
講演会（院外講師） 
「医療過誤の背景にある患者・家族の思

い」講師：柳原三佳先生 

 

2/17（月） 第 5 回医療安全感染対策研修会 
「感染対策」 

 

2/28（火） 第 6 回医療安全感染対策研修会 
講演会（院外講師） 
「医療事故・クレームへの対応について」 
講師：桑原博道先生 
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資料２０

医療安全ポケットマニュアル
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eラーニング受講状況

資料２１
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　　　4月2日(月）朝現在の受講状況を以下の通り報告いたします。

受講者数 未受講者数 受講率 所属人数
医局 216 73 74.7% 289
コメディカル部門全体 143 67 68.1% 210
情報管理部 4 1 80.0% 5
看護部門 513 7 98.7% 520 （産休中4名除く）

事務部門・技能職・福祉職 73 106 40.8% 179
全体 949 254 78.9% 1203

eラーニング受講状況報告

※職員のＩＤの最初の桁が「1」の職員は医局、「2」の職員はコメディカル部門、「3」の職員
は看護部門、それ以外を事務部その他として集計されているそうです。

2012/4/2
医療安全管理室

0 200 400 600 800 1000 1200 1400 

医局 

コメディカル部門全体 

情報管理部 

看護部門 
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全体 

受講者数 

未受講者数 
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資料２２

子どもの心の診療拠点病院事業
ホームページ
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 | 交通案内 ･|･サイトマップ ･|･in English  | 

検索

 
 

ご来場：   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 発達障害情報センター 

< 情報共有サイト ログイン >
ユーザー名: 

 

パスワード: 

 

ログイン  

パスワード紛失  
 

 

 
【2012/05/15】 【中央拠点病院からのお知らせ】  

前回の会議時での、各拠点病院の方および行政の方のお話を踏まえ次回の会議を下記日程にて
設定させて頂きました。  
議題等の詳細および出欠確認につきましては、追ってご連絡させて頂きます。日程調整の程何
卒よろしくお願い申し上げます。  
・第3回子どもの心の診療ネットワーク事業 連絡会議  

 

 

1/3 ページ子どもの心の診療

2012/06/14http://kokoro.ncchd.go.jp/
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・日時 ： 2012年 7月 6日（金） 13：30～16：30  
・会場 ： 関係者のみの会議のため、掲載は控えさせていただきます。

 
 

【2012/05/15】 【各拠点病院からのお知らせ】  
☆大阪府☆ 大阪府立精神医療センター松心園からのご案内です。  
 テーマ/子どもの力づけ自尊心を高めることばかけのコツ  
 日時：Ｈ24年5月26日（土）13：30-16：30  
 場所：大阪国際会議場（グランキューブ大阪）  
 講師：急遽代理の方に変更となりました。  
    帝京大学、東海大学医療技術短大 講師 花田志喜子先生  
    （TVP国際公認ファシリテーター）  
 詳細は、添付ファイル 松心園20120526.pdf をご参照ください。  

 

    ・ 松心園20120526.PDF   
 
 

【2012/02/07】 【中央拠点病院からのお知らせ】  
 下記内容にてセミナーを開催いたします。  
 テーマ/子どもの心の診療におけるコメディカルの役割  
 日 時：平成24年3月15日（木） 10：00～17：00  
 場 所：ＡＰ品川 京急第2ビル 10階 会議室Ａ  
 対 象：東京都、神奈川県、静岡県、石川県、三重県、大阪府、鳥取県、山梨県、  
     長崎県、佐賀県、岡山県、オブザーバー登録県内の医師、看護師、  
     心理士、ＭＳＷ、ＰＳＷ、ＯＴ、 チャイルドライフスペシャリスト、行政担当者
等  
 ※プログラムや申込方法の詳細については下記をご参照ください。

 

    ・ コメディカル研修会 プログラムFixVer2.pdf   
 
 

【2012/02/07】 【各拠点病院からのお知らせ】  
☆石川県☆  
 子どもの心のケアネットワーク事業研修会  
 テーマ/保育所・学校などでとまどっている子どもたちへの理解と対応を考える  
 ※詳細は下記をご参照ください。

 

    ・ 石川県_研修会.pdf   
 
 

【2012/02/07】 【各拠点病院からのお知らせ】  
☆東京都☆  
 フォーラムに関するお知らせです。  
 「子供の心を考える都民フォーラム」  
  テーマ/現代の子供が抱える心の問題～子供とインターネット～  
  日 時/平成24年2月15日（水）13：30～16：30  
  ※プログラムの詳細は下記をご参照ください。

 

    ・ 東京都_現代の子どもが抱える心の問題.pdf   
 
 

【2011/08/04】 「子どもトラウマ診療ガイドライン(専門家向け) 」について誤植のお詫びと訂正がありまし
た。詳細は「災害関連 支援者・専門家へ」のページをご参照ください。

 

 
 

【2011/06/30】 資料集を更新しました！  
ガイドラインやパンフレットなども掲載していますので、ぜひご覧ください。

 

 

 
 
 

▲ ページ上部に戻る

子どもの心の診療 | 拠点病院事業とは？ | 全国拠点病院窓口 | 困った時は… | よくある子どもの心の問題 | 用語集 | 資料集 | リンク

2/3 ページ子どもの心の診療

2012/06/14http://kokoro.ncchd.go.jp/
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▲ 国立成育医療センターに戻る

 
 

･|･申請様式･|･調達情報･|･関連リンク･|･メールマガジン･|･個人情報･|･著作権とリンク･|･

〒157-8535 東京都世田谷区大蔵2-10-1 電話：03-3416-0181 FAX：03-3416-2222

2008 © National Center for Child Health and Development All rights reserved.
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 | 交通案内 ･|･サイトマップ ･|･in English  | 

検索

▲ ページ上部に戻る

▲ 国立成育医療センターに戻る

 
 

 
 

 

・ご家族の皆様へ･[0.15 MByte] 

 

・障害をお持ちのお子さんのために･[0.15 MByte] 

 

・大切な方をなくしたお子さんの反応とケア･[0.14 MByte] 

 

・こころとからだのケア･[5.7 MByte] 

    こちらからもダウンロードできます こころのオアシス「地震支援情報」ページより 

子どもの心の診療 | 拠点病院事業とは？ | 全国拠点病院窓口 | 困った時は… | よくある子どもの心の問題 | 用語集 | 資料集 | リンク

･|･申請様式･|･調達情報･|･関連リンク･|･メールマガジン･|･個人情報･|･著作権とリンク･|･

〒157-8535 東京都世田谷区大蔵2-10-1 電話：03-3416-0181 FAX：03-3416-2222

2008 © National Center for Child Health and Development All rights reserved.
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2012/06/14http://kokoro.ncchd.go.jp/saigai_gokazoku.html
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 | 交通案内 ･|･サイトマップ ･|･in English  | 

検索

▲ ページ上部に戻る

▲ 国立成育医療センターに戻る

 
 

 
 

 

・ 災害心理教育 

････（お使いになる前に、“「災害心理教育」をお使いになる方へ”を必ずお読みください）

 

 「災害心理教育」をお使いになる方へ･[0.1 MByte] 

    （ご使用の前に必ずお読み下さい）

 災害心理教育①(事実を伝える)･[0.7 MByte] 

 災害心理教育②(気持ちの成り立ち)･[1.6 MByte] 

 災害心理教育③(リラクゼーション)･[1.1 MByte] 

 

・ 親を亡くした子どもへのケア（支援者向け）･[0.05 MByte] 

 

・ 子どもトラウマ診療ガイドライン(専門家向け)･[3.1 MByte] 

・ トラウマ診療ガイドラインお詫びと訂正･[0.2 MByte] 

 

・ こころとからだのケア･[5.7 MByte] 

    こちらからもダウンロードできます こころのオアシス「地震支援情報」ページより 

子どもの心の診療 | 拠点病院事業とは？ | 全国拠点病院窓口 | 困った時は… | よくある子どもの心の問題 | 用語集 | 資料集 | リンク

･|･申請様式･|･調達情報･|･関連リンク･|･メールマガジン･|･個人情報･|･著作権とリンク･|･

〒157-8535 東京都世田谷区大蔵2-10-1 電話：03-3416-0181 FAX：03-3416-2222

2008 © National Center for Child Health and Development All rights reserved.

1/1 ページ子どもの心の診療

2012/06/14http://kokoro.ncchd.go.jp/saigai_senmonka.html
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 | 交通案内 ･|･サイトマップ ･|･in English  | 

検索

 
 

 発達障害、子どもへの虐待、家庭問題、不登校など子どもの心の問題が増加し、子

どもの心の診療の充実が求められています。  

それに対応して、平成２０年度から３年間の厚生労働省の事業として、子どもの心

の診療拠点病院機構推進事業がスタートしました。  

平成２３年度からは、更なる拡充およびより良い診療体制のため「子どもの心の診

療ネットワーク事業」として本格的に実施されます。  

これまでと同様に各地域の拠点病院を中心として、地域の病院・児童相談所・発達

障害者支援センター・保健所・保健センター・療育施設・福祉施設・学校等教育機

関（保育所・幼稚園・学校など）・警察などと協力し、お子さんのケアを行ってい

きます。  

また、子どもの心を専門に扱う医師やその他の専門家の育成、子どもの心の問題に

関する正しい知識の普及などを行っていきます。  

 

中央拠点病院としては、都道府県拠点病院に対する支援、医療の均てん化推進、専

門家派遣、研修、調査研究、情報収集・情報の提供、普及啓発に取り組んでいま

す。 

 

 

 

 

1/2 ページ子どもの心の診療

2012/06/14http://kokoro.ncchd.go.jp/about.html
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▲ ページ上部に戻る

▲ 国立成育医療センターに戻る

 
 

 

子どもの心の診療 | 拠点病院事業とは？ | 全国拠点病院窓口 | 困った時は… | よくある子どもの心の問題 | 用語集 | 資料集 | リンク

･|･申請様式･|･調達情報･|･関連リンク･|･メールマガジン･|･個人情報･|･著作権とリンク･|･

〒157-8535 東京都世田谷区大蔵2-10-1 電話：03-3416-0181 FAX：03-3416-2222

2008 © National Center for Child Health and Development All rights reserved.

2/2 ページ子どもの心の診療
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資料２３

「子どもの心の診療におけるコ
メディカルの役割」研修会
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～子どもの心の診療ネットワーク事業セミナー～ 

「子どもの心の診療におけるコメディカルの役割」 

日 時 ：２０１２ 年 ３月 15 日（木曜日）１０時００分～１7 時 

場 所  ：ＡＰ品川 京急第２ビル １０階  会議室Ａ   

 
総合司会     ：国立成育医療研究センター こころの診療部 部長 奥山 眞紀子 

9:30～  受付開始  

10:00～10:10 ご挨拶 
国立成育医療研究センター   

こころの診療部 奥山 眞紀子 

10:10～11:30 心理士の役割 
国立成育医療研究センター     

こころの診療部 心理療法士 柳楽 明子 

11:30～12:10 MSW の子どもの心の診療に関する役割 
国立成育医療研究センター    

医療社会事業専門員 實方 由佳 

12:10～13:00 昼食  

13:00～13:40 PSW の子どもの心の診療に関する役割 
東京都立小児総合医療センター  

子ども・家庭支援部門 板垣 道夫 

13:40～14:20 子どもの心の診療に関する作業療法の役割 
首都大学東京  

健康福祉部 作業療法学科 准教授  三浦 香織 

14:20～15:00 小児科看護師の心のケア 
国立成育医療研究センター    

看護部 西海 真理 

15:15～15:55 精神科看護師の心のケア 
国立国際医療研究センター国府台病院  

看護部 高橋 美穂 

15:55～16:35 チャイルドライフスペシャリストの役割 
国立成育医療研究センター   

看護部 相吉  恵 

16:35～17:00 ディスカッション    

   

 

 プログラム 

対 象：東京都、神奈川県、静岡県、石川県、三重県大阪府、鳥取県、山梨県、長崎県佐賀県、 

岡山県、オブザーバー登録県内の医師、看護師、心理士、ＭＳＷ、ＰＳＷ、ＯＴ、  

チャイルドライフスペシャリスト、行政担当者等 

定 員：先着 60 名 

費 用：無料 

申 込：下記メールアドレス宛に所属、職名、氏名を明記の上、ご連絡ください。 

連絡先：国立成育医療研究センターこころの診療部内 

    子どもの心の診療ネットワーク事業 

    中央拠点病院 

    E-mail/kokoro@ncchd.go.jp 

申込方法 

 

東海道新幹線、ＪＲ東海道線、ＪＲ山手線、 

ＪＲ京浜東北線、ＪＲ横須賀線、京浜急行線 

「品川」駅徒歩３分 

※羽田空港からは京浜急行快特で品川駅まで

16 分 

 

アクセス 
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資料２４

教育研修部
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 | 交通案内 | サイトマップ | in English |  検索  

診療科・部門

総合診療部

器官病態系内科部 

生体防御系内科部

臓器・運動器病態外科部

感覚器・形態外科部

こころの診療部

手術・集中治療部

周産期センター

母性医療診療部

臓器移植センター

放射線診療部

臨床検査部

ライソゾーム病センター

病理診断部

教育研修部

栄養管理部

薬剤部

看護部

ＭＥセンター

国立成育医療研究センター > 病院 > 教育研修部

教 育 研 修 部

国立成育医療研究センターは、臨床、研究、情報発信に加えて「教育・研修」を柱に

している。成育医療に関わる医師および看護師等のコメディカルスタッフの教育と研

修を進めている。

•

当院の特徴は充実した設備と人員であり、国内で随一の研修環境といえよう。•

教育病院のアクティビティーはひとえに若い医師によって維持される。「優秀な若い

医師を集めて十分な教育を行うことに病院の存廃がかかる」という情熱で教育に当

たっている。（ 図１ ）

•

国内で随一といっても、北米に比べればいまだ発展途上であり、絶えず改良が必要

である。スタッフとともに研修プログラムを発展させて、作り上げてゆくという気概を

持った若い人が研修に参加して欲しい。

•

 

                  就職を希望する方は、こちらからご覧下さい。 

 

当センターの医師教育は二つの段階からなっている （ 図2）

卒後臨床研修（いわゆる初期研修）は行っていない。ただし、協力型臨床研修指

定病院として、東京医療センターや関東中央病院の初期研修医を受け入れてい

る。 

 
 
 

  １． 基本専門科研修（いわゆる後期研修、レジデント研修） 

卒後臨床研修（いわゆる初期研修）を終えた医師を対象にする。•

研修期間は3年間。•

研修終了時には基本領域専門医の受験に必要な資格、技能、知識が身につくよう

にプログラムが組まれている。

•

小児医療系 レジデント研修  
 
周産期 レジデント研修 
 

 
 
 

  ２． サブスペシャリティ研修（フェロー研修） 

基本専門科研修を修了した、卒後6年目以降相当の医師を対象にする。•
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 研修期間は2～3年間。•

それぞれの専門診療科において研修する。•

サブスペシャリティ専門医の取得を目標とする。•

フェローは専門領域の教育を受けながら、レジデントの教育にあたり、将来スタッフ

として診療や教育に当たるためのトレーニングも受ける。 

•

周産期 フェロー研修 
 
手術集中治療部 集中治療科 フェロー研修 
 
総合診療部 フェロー研修 
 
総合診療部 救急診療科 フェロー研修 
 
こころの診療部 フェロー研修 
 
母性医療診療部 フェロー研修 
 

 
 

看護部の研修

 

   看護部の研修 

 

 
 

 
▲ ページ上部に戻る

 

 | 申請様式 | 調達情報 | 関連リンク | メールマガジン | 個人情報 | 著作権とリンク | 

〒157-8535 東京都世田谷区大蔵2-10-1 電話：03-3416-0181 FAX：03-3416-2222

2008 © National Center for Child Health and Development All rights reserved.
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 | 交通案内 | サイトマップ | in English |  検索  

診療科・部門

総合診療部

器官病態系内科部 

生体防御系内科部

臓器・運動器病態外科部

感覚器・形態外科部

こころの診療部

手術・集中治療部

周産期センター

母性医療診療部

臓器移植センター

放射線診療部

臨床検査部

ライソゾーム病センター

病理診断部

教育研修部

栄養管理部

薬剤部

看護部

ＭＥセンター

国立成育医療研究センター > 病院 > 教育研修部

教 育 研 修 部

小児医療系 レジデント（小児科後期研修医）研修

 
特長 

急性期（救急、PICUを含む）から慢性期まで、一般的な病態から重症、複雑、難治、

稀少な疾患まで、内科系から外科系まで、あらゆる子どもの問題を経験できる（小

児科医療ではなく、小児医療である）。

•

地域医療から国際医療協力まで、幅広い小児医療を経験できる。•

小児に必須の超音波診断などの画像診断を、放射線診断科カリキュラムのもとで

研修できる。

•

研究所、臨床研究センターと連携できる。•

出身大学が実に多様であり、北大から琉球大まで、延べ30大学に渡る。•

上級医が何重にも見守って指導し、一定水準以上を担保する。•

総合診療部が受け皿となるとともに、内科系専門診療部、手術集中治療部、周産期

診療部の各科との連携により専門診療を学ぶ機会も多い。

•

小児科専門医の受験資格が得られる。•

総合診療部と教育研修部は密接に協力し、教育に情熱を傾けている。•

 
目標 

小児医療全般にわたる幅広い知識、経験、技能を有し、患者、家族および他の医療

者と良好な関係を築いて、小児医療におけるチーム医療の中心となりえる人材にな

ること。小児科専門医に合格すること。

•

 
実績 

3年制。各年度12～14名。•

応募者数 ― 2010年度は定員の2倍、2011年度～2012年度は定員の3倍を超えた。•

レジデント出身地（ 図3）•

レジデント出身校（ 図4）•

研修者の進路（ 図5 ）•

 
プログラム 

1年目：病棟と救急外来で基本的な診療、ローテーション（麻酔科、放射線科、新生

児）。

•

2年目：ローテーション（PICU、NICU、血液/固形腫瘍科、外来、病棟、選択）。•
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 3年目：病棟で1年目の指導、循環器科、内分泌・代謝科、選択期間。•

毎朝7時半から朝のカンファレンス、8時から病棟回診。•

レクチャーや症例検討会が毎日昼食を食べながら行われている。•

学会発表は必須。できるかぎり論文（症例報告または臨床研究）を仕上げる。•

選択期間には研究所で研究もできる。•

 
昼のレクチャー（2011年度）NEW! 

 
レジデントの声NEW! 

 
研修風景 

     ( 図6～8） 

     ( 図9～11） 

 

 
 

▲ ページ上部に戻る

▲ 教育研修部トップページに戻る

 

 | 申請様式 | 調達情報 | 関連リンク | メールマガジン | 個人情報 | 著作権とリンク | 

〒157-8535 東京都世田谷区大蔵2-10-1 電話：03-3416-0181 FAX：03-3416-2222

2008 © National Center for Child Health and Development All rights reserved.
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 | 交通案内 | サイトマップ | in English |  検索  

診療科・部門

総合診療部

器官病態系内科部 

生体防御系内科部

臓器・運動器病態外科部

感覚器・形態外科部

こころの診療部

手術・集中治療部

周産期センター

母性医療診療部

臓器移植センター

放射線診療部

臨床検査部

ライソゾーム病センター

病理診断部

教育研修部

栄養管理部

薬剤部

看護部

ＭＥセンター

国立成育医療研究センター > 病院 > 教育研修部

教 育 研 修 部

周産期 レジデント・フェロー 研修

 
周産期診療部 －母体・胎児部門（不育診療科、胎児診療科、産科） 

             －新生児部門（新生児科） 

 
 
プログラム

母体・胎児プログラム（産婦人科医を対象）

 

レジデントコース：  初期研修（2年）終了者。産婦人科後期研修に相当。 

終了後、日本産科婦人科学会専門医認定審査の申請資格を得る。

1.

 
 
 
 

フェローコース：  産婦人科専門医取得（見込み）者。 

周産期専門医、臨床遺伝専門医、超音波専門医などを目指す。

2.

 
 
 

新生児プログラム（新生児医療の研修）

 
 
   フェローコース：産婦人科・小児科専門医取得（見込み）者。  

   サブスペシャリティ専門医(同上)を目指す。 

 
 
 

レジデントコース（産婦人科後期研修医）  

原則3年間。 

産科（不育科）、胎児診療科、婦人科（他施設にて研修）、新生児科での研

修に加え、選択で母性内科、産科麻酔の研修を行う。  

周産期医療を中心として産婦人科医療全般について研鑽を積む。  
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